










研究の目的 

ATL が HTLV-1 による疾患であること、主たる感染経路が母乳を介するものであることが判

明したことにより、わが国から本症を減少ないし根絶するためには、キャリア発見のため

に広く妊婦の抗体検査を行い、キャリアには母乳保育を止めるよう、積極的に勧告する必

要があるとの意見があるとの意見が出された。しかしこのことには問題点も多く、医学的

に未詳の部分、不備の部分も多いことから、本研究班が設置され、母子保健・行政的見地

から研究が行われた。 


